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より「地域とともにある学校」へ
１１６名の新入生が本校へ４月から「学校運営協議会」設置予定／

学校長

この４月からは、これまで準備を進めてきていただいた「学校運営協議会」が本校に設置され、

コミュニティ・スクールとして正式に発足する運びとなっています。すでに、各地域代表の委員さ

んには、規約や組織もご協議いただき、今後「学校と地域が互いの信頼と協働による子育て」を進

めていくための一つの手段としての制度がスタートします。

また、この３年間、全校的に力を注いできた「自らのあいさつ」では、「朝のあいさつ運動に参

加してくださったある保護者が「上の子が中学生の時は、あまり自分からあいさつをしてくる生徒

が少なかったように思いますが、最近は明るく、さわやかな声をかけてくれる子が増えていてうれ

しいですと」とおっしゃってくださいました。

まだまだ、課題の多い状況ではありますが、人と人とが交わっていく基本となる「あいさつ」が

少しずつ定着、習慣化しているのは、とてもうれしいことで

ガールスカウトお茶会す。これからも「自分からのさわやかなあいさつ」を石部中

本校では地域ガールスカウトのよき伝統とし、さらに顔を上げての自信をもったあいさつ

活動の一環として、団員のお手前にしていけるよう、大人も一緒になって輪を広げていただけ

作法の実践をねらいとした「お茶ればと願っています。

会」を催してくださっています。

知る限りでは、もう２０年くらい２年生「親子進路学習会（２／２５）」を終えて

は続けてくださっているようで

す。今年は１０日の夕刻に給食棟恒例の第２学年「親子進路学習会」が保護者も参加の

１階の和室で開催していただきまもと、先月２５日（木）の午後に開催されました。折し

した。も、３年生は学年末テストの最中で、しかも公立高校最

終出願の直前という時期でした。

「自らの進路を自らが切り拓くために」と銘打った内容

は以下の通りです。

１．進路選択に向けて大切なこと
２．平成２８年度の進路指導計画について

３．進路決定までのみちすじ

４．今年度の進路状況

５．シート学習の取組について

加えて、この４月に実施予定の修学旅行についての説

明も行われました。期日は２１日（木）から２３日まで

の２泊３日で、長野県（伊奈市）と東京で研修すること

になっています。

３月２４日（火）修了式 ３月３１日（火）離任式

学校は年度末の月を迎え、一年の締めくくりと

来年度の準備で慌ただしい時期となりました。

保護者のみなさん、地域のみなさんには、この

一年本校にご支援をいただき、ありがとうござい

ました。来年度もよろしくお願いいたします。

２８年 ４ の行事予定平成 月

４月

（弁当持参）８日 始業式・入学式（金）

（給食開始）11日 3年実力テスト(月)

12日 3年実力テスト（水）

15日 全校集会（月）

18日 ３年校医検診(3年)（火）

19日 学力・学習状況調査(3年)（火）

21日～ ３年修学旅行 ～2３日(土)

25 ３年振替休業日｛月）

28日 歯科検診（全校）(木）

29 祝日日(祝）

＊４月行事に関しては、不確定な部分もありますので

ご了承ください。恒例の家庭訪問は５月６日～12日

の予定です。



来年度の役員さん来年度のＰＴＡ役員さん決定！ お世話になります
今年度の役員さんとの（本部４役）

会 長 □□ □□ さん 引き継ぎを行っていたご苦労様でした、今年度の役員さん
副会長 □□ □□ さん だいた後、３月２日に（本部４役）

会 長 □□ □□ さん ２月１２日に引き 副会長 □□ □□ さん 全員出席のもと、来年
副会長 □□ □□ さん 継ぎを行っていた 会 計 □□ □□ さん 度に向けての新４役会
副会長 □□ □□ さん だき、本部４役と 会 計 □□ □□ さん を開催し、年度当初の
会 計 □□ □□ さん しての今年度の活 書 記 □□ □□ さん 計画を立てていただき
会 計 □□ □□ さん 動を終了。会計監 書 記 □□ □□ さん ました。

来年度ＰＴＡ総会は書 記 □□ □□ さん 査は３月８日に実
５月２７日の予定（案）です。書 記 □□ □□ さん 施されました。

「手話と歌で笑顔になろう」に感動！
～２月１３日の人権フェスタ（石部中ドリームホール）に１４０名～

去る２月１３日（土）に、今年度の「石部地域・人権フェスタ」が本校のドリームホールにて開催され、

１４０名の方々が集ってくださいました。

当日は、昨年に引き続いて地元石部高校生が進行役を務める中、わずか２時間ではありましたが、中味

の濃いフェスタになったように思います。企画や準備はもちろん、必要経費も含めて石部地域の各校園が

協力し、まさに手づくり感が味わえる内容でした。

まず、第一部は「雑巾一枚のこころ」と題し、石部南小学校の元PTA役員の□□さんを中心としたキャス

トによる寸劇をご覧いただき、「雑巾が古くなるまで大事に使うこと」に大切な心が宿るシナリオで熱演

いただきました。

第二部は、甲賀市在住のシンガーソングライター、ヨッコさんにお越し願い、手話を交えた歌、さらに

は中学生や高校生とのコラボも披露していただきました。教えていただいた手話を歌に合わせて全員が行

っているほほえましい光景は、「会場に訪れた人のつながり」を感じさせる一場面でした。最後の感想を

発表する時間でも、自ら手を挙げて発言していただく方が数人おられ、感想文もたくさんの人が寄せてく

ださいました。また、来年度。ひと味もふた味も工夫を凝らしたフェスタが開催されることを期待したい

ものです。多くの感想の中からほんの少し紹介させていただきます

心温まる劇と楽しい歌の時間でした。 とても良い曲と歌をありがとうご

手話も覚えることができて、大変よい人 ざいました。すごくよかったです。

権フェスタになりました。参加させても 今日は、子どもは家においてきまし

らって良かったです。隣の中学生とも手 たが、一緒に聞けたらよかったなあ

をつないで、いやがらずに大人と手をつ と思いました。 （女性）

なげるこの子とこの学校は素敵だなと思

いました。（女性） 初めて石部中学校に寄せて 手話で「ふるさと」

いただきました。なつかしい を歌ったことで、より

学校の教員です。ヨッコさんは、以前 先生方や川本一座のすばらし 情景が浮かびました。

から本校にお招きしたいと考えていまし い劇に感動しました。 私にとって「かの山」

た。特に、手話の大切さはもちろんのこ ヨッコさんは３度目ですが は三上山、川は近所の

と、偏見のこわさや偏見をもたないため また新しさも発見でき、とて 川です。「ふるさと」

の心がまえなどについてお話していただ もよかったです。明日から元 の歌をこんなに身近に

けるとありがたいです。（男性） 気に生きることができます。 感じたのは初めてでし

※６０名を超える方々が会場に残って感想 感謝！ （男性） た。不思議な体験でし

を書いてくださいました。ヨッコさんの た。（女性）

ＣＤが学校にあります。（ご本人にいただきました）声をかけてくだされ

ばお貸しできます。どうぞお気軽に・・・

石中生の「自分からのあいさつ」で、
「明るい地域づくりに貢献」し続けよう！


